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ま え が き 
 

 

 労働政策研究・研修機構（JILPT）は 2019 年 11 月 29 日、韓国ソウルで第 17 回北東ア

ジア労働フォーラム（日中韓ワークショップ）を開催した。本フォーラムは、労働政策研

究・研修機構（JILPT）、韓国労働研究院（KLI）、中国労働社会保障科学研究院（CALSS）

の日中韓 3 カ国の労働政策研究機関が、共通するテーマに基づく研究成果の報告および

討論を行い、各国の労働政策研究に示唆を与え合うことを目的として、2002 年から毎年

実施している。今回のテーマは「労働時間とワーク・ライフ・バランス」である。 

仕事の世界の変化に伴い、労働時間やワーク・ライフ・バランスのあり方も見直され

つつある。長時間労働を是とする価値観が改められた今日において、長時間労働を生じ

させる社会構造を改善し、ワーク・ライフ・バランスを促進するため、実行力のある政策

の検討が必要となっている。今回のフォーラムでは、各国における労働時間とワーク・

ライフ・バランスの現状と課題、政策対応に関する議論を通じて、今後の政策のあり方

について意見交換を行った。 

本報告書はフォーラムに提出された論文を収録したものである。本報告書が今後の労

働政策研究の一助となれば幸いである。 
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